


令和7年度釧路市立北中学校「学校評価『生徒アンケート』」12月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【結果分析】
４：している　３：どちらかといえばしている　２：あまりしていない　１：していない
	
	評　価　項　目
	４
	３
	２
	１

	１
	私は、目指す生徒の姿（変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返りながら責任ある行動をとる生徒）の実現を常に意識し、日常の授業や学校行事、部活動等に取り組んでいる。
	
23.5％
	
54.1％
	
17.3％
	
5.1％

	
	
	31.8％
	55.5％
	12.7％
	0.0％

	２
	私は、自分の課題や新たな可能性を、積極的に発見しようとしている。
	30.6％
	41.8％
	20.4％
	7.1％

	
	
	28.2％
	48.2％
	21.8％
	1.8％

	３
	私は、自分の行動で、自分の周りをよりよい方向へ変えようとしている。
	26.5％
	50.0％
	16.3％
	7.1％

	
	
	21.8％
	54.5％
	20.0％
	3.6％

	４
	私は、どうして変化する必要があるのか、その理由を考え、様々なことに挑戦し、やり抜こうとしている。
	22.4％
	39.8％
	32.7％
	5.1％

	
	
	25.5％
	48.2％
	20.9％
	5.5％

	５
	私は、学級や学校行事、日常の授業等の目標を達成するために、責任をもって行動しようとしている。
	38.8％
	49.0％
	10.2％
	2.0％

	
	
	40.0％
	47.3％
	12.7％
	0.0％

	６
	私は、自分の行動や言動を振り返ろうとしている。
	34.7％
	43.9％
	19.4％
	2.0％

	
	
	39.1％
	43.6％
	15.5％
	1.8％

	７
	私は、授業等において自分の意見等をもち、それを積極的に表現しようとしている。
	20.4％
	39.8％
	30.6％
	9.2％

	
	
	18.2％
	38.2％
	38.2％
	5.5％

	８
	私は、多くの情報から必要なものだけを選択して活用しようとしている。
	23.5％
	59.2％
	13.3％
	4.1％

	
	
	27.3％
	61.8％
	10.0％
	0.9％

	９
	私は、自分のよさを生かして人（友達等）と協力して物事に取り組もうとしている。
	34.7％
	49.0％
	12.2％
	4.1％

	
	
	38.2％
	49.1％
	9.1％
	3.6％

	10
	私は、相手の考えをしっかり聞こうとしている。
	64.3％
	31.6％
	3.1％
	1.0％

	
	
	62.7％
	31.8％
	4.5％
	0.9％

	11
	私は、誰とでも話したり、協力したりしようとしている。
	37.8％
	45.9％
	11.2％
	5.1％

	
	
	35.5％
	50.0％
	12.7％
	1.8％

	12
	私は、「みんな違って当たり前」だと思っている。
	71.4％
	21.4％
	4.1％
	3.1％

	
	
	70.0％
	21.8％
	4.5％
	3.6％

	13
	私は、学校生活や社会生活に必要な常識やきまりを守ろうとしている。
	54.1％
	38.8％
	6.1％
	1.0％

	
	
	58.2％
	35.5％
	6.4％
	0.0％

	14
	私は、自分のよさに気付こうとしている。
	22.4％
	31.6％
	32.7％
	13.3％

	
	
	27.3％
	38.2％
	30.9％
	3.6％

	15
	私は、自分らしさを大切にしようとしている。
	33.7％
	40.8％
	17.3％
	8.2％

	
	
	39.1％
	42.7％
	11.8％
	6.4％

	16
	私は、自分で計画して家庭学習等に取り組もうとしている。
	16.3％
	37.8％
	29.6％
	16.3％

	
	
	24.5％
	41.8％
	24.5％
	9.1％

	17
	私は、人（先生や友達、家族など）に対して思いやりの気持ちをもとうとしている。
	50.0％
	42.9％
	5.1％
	2.0％

	
	
	49.1％
	42.7％
	6.4％
	1.8％

	18
	私は、自分の命を大切にしようとしている。
	58.2％
	28.6％
	9.2％
	4.1％

	
	
	67.3％
	26.4％
	5.5％
	0.9％

	19
	私は、スマートフォン等で動画を見たり、ゲームをしたりする時間を自分で決めようとしている。
	18.4％
	24.5％
	33.7％
	23.5％

	
	
	24.5％
	27.3％
	25.5％
	22.7％

	20
	私は、決まった時間に起きたり、寝たり、食事をとったりしようとしている。
	33.7％
	32.7％
	22.4％
	11.2％

	
	
	38.2％
	32.7％
	19.1％
	10.0％

	21
	私は、自分から家族の手伝いをしようとしている。
	23.5％
	35.7％
	27.6％
	13.3％

	
	
	28.2％
	36.4％
	26.4％
	9.1％

	22
	私は、運動することが好きである。
	42.9％
	23.5％
	22.4％
	11.2％

	
	
	43.6％
	29.1％
	16.4％
	10.9％

	23
	私は、地域の行事に参加することが好きである。
	8.2％
	26.8％
	41.2％
	23.7％

	
	
	20.0％
	31.8％
	38.2％
	10.0％

	24
	私は、本や新聞を読むことが好きである。
	26.8％
	21.6％
	26.8％
	24.7％

	
	
	24.5％
	29.1％
	23.6％
	22.7％

	25
	学校は、私たちが未来社会の創り手となる資質・能力を獲得するための教育活動を行っている。
	41.2％
	46.4％
	8.2％
	4.1％

	
	
	33.6％
	45.5％
	13.6％
	7.3％

	26
	学校は、私たち一人一人の学習状況に寄り添った学びを保障している。
	38.1％
	50.5％
	9.3％
	2.1％

	
	
	35.5％
	51.8％
	10.0％
	2.7％

	27
	学校は、いじめなどの問題行動に毅然と対応している。
	39.2％
	39.2％
	17.5％
	4.1％

	
	
	43.6％
	40.0％
	9.1％
	7.3％

	28
	学校は、私たちに対して各種情報を積極的に発信している。
	43.3％
	45.4％
	9.3％
	2.1％

	
	
	46.4％
	40.9％
	11.8％
	0.9％

	29
	学校は、私たちにとって安心・安全な場所になっている。
	40.2％
	44.3％
	13.4％
	2.1％

	
	
	44.5％
	40.9％
	10.9％
	3.6％


※　上段は12月、下段は７月の評価結果を示しています。
※　「網掛け」は、課題として捉えている評価項目を示しています。

	【北中学校をこんな学校にしたいな】
・楽しい学校
・いじめのない学校
・笑顔でいっぱいの学校
・友達と協力できる学校
・笑顔あふれる学校
・いじりの限度が過ぎない学校
・みんなで仲良くできるような学校
・親しみのある学校
・雰囲気がいつも明るく、皆が安心でき、たくさんのことを身に付けることのできる学校
・将来に活かすことができるような授業が多くなるような学校
・楽しい通いやすい学校
・元気に登校できる学校にしたい
・現状が継続される学校
・みんなが笑顔で仲良くなる学校
・先生と話すときの緊張感をなくし、分からないことが聞きやすくなる学校
・仲良く雰囲気がよい学校
・皆が楽しいと思える学校
・みんなが楽しく不安がなく通うことのできる学校
・常識のある範囲でみんなが楽しめる学校
・皆が優しくて皆が無理なく楽しめる学校
・いじめがない明るい学校
・みんな元気で団結力のある学校
・明るくて、楽しい学校
・どんな状況下でも対応できる柔軟性のある学校
・みんなが楽しく過ごせる学校
・みんな協力して明るい学校
・メリハリを付けられる学校
・もっと楽しい学校
・みんなが明るく楽しい学校
・安全な学校
・ウェルビーイングを上げるためのリラックスできる学校
・みんなが明るく元気な学校
・過ごしやすい学校
・自分の居場所だと思える学校
・一人一人が思いやりを持てる学校
・いじめのない学校
・誰もが信頼できる学校
・誰かが嫌な思いや不快に思うことがない学校
・先生が生徒会に従順な学校
・行くことが楽しくなるような学校
・楽しい学校
・ケンカとかがない学校
・生徒全員が心地よく通えるような学校
・みんなが笑って楽しく勉強できる学校
・掃除機が置いてあり、教室がピカピカな学校
・ハイスペックな学校
・何が誇らしいことがあっても、威張ったり自慢をしたりしない楽しい学校
・上級生が下級生のお手本となるような学校
・行動で示す学校
・いじめのない誰もが安心する学校
・もっと笑顔が溢れて、男女の壁がない学校
・平和な学校
・皆が明るく笑顔で素敵で勉強や運動や生活に取り組む学校
・もっとみんなが協力して明るい学校



	【改善の方向性】
４　小さくてもよいので自分の目標を明確にし、その実現に向けて努力してみる機会を設け
る。そして、学級や学校の目標の実現に向けて努力の幅を広げてみる。学級等において、目標の実現に向けて努力する者同士が認め合う環境をつくる。
14　自分にとって少しだけハードルの高い課題を解決するような機会を意図的に設けてみるよう呼びかける。
16　学習専門委員会が企画している取組を、これまで以上に全校に浸透させるところから始める。また、スパンを長くした取組を企画するよう学習専門委員会に要請する。
19　メディアの使用を管理する（マネジメントする）力はこれからの未来社会を生き抜く上で
必要であるとの自覚をもつよう促すとともに、学校としてデジタルシチズンシップ教育を推進するよう学校運営協議会に要請する。
20　基本的な生活習慣の確立の大切さについて自覚できる企画を生活専門委員会、体育専門委員会、衛生専門委員会が連携して企画するよう要請する。また、同様の要請をPTA役員にも行う。
21　家庭の中においても、自分の役割について責任をもって実行することが集団の中で生きていく最低限のルールであるとの自覚をもつことができる企画をPTA役員に検討するよう要請する。
22　体育専門委員会が企画している取組を、これまで以上に全校に浸透させるところから始める。また、スパンを長くした取組を企画するよう体育専門委員会に要請する。
23　厳島神社の祭典や釧路新聞社の花火大会などの行事にまずは参加し、地域の行事のよさを実感するところから始める。
24　本や新聞を読むことの楽しさや必要感を実感できるワークショップ等を、図書専門委員会
が中心となって企画するよう働き掛ける。また、大人たちに本や新聞を読むことを楽しんでいる姿を示してほしい。


※　肯定的な回答において、「７割未満」の評価項目を課題として捉え改善の方向性を示しています。
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